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３

こ
の
政
令
は
、
総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
五
年
法
律
第
五
三
号
）
附
則
第
一
条

第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
六
年
三

月
三
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
三
五
四
号
）（
消

費
者
庁
）

１

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
九
〇
号
）
の
施

行
に
伴
い
、
公
益
通
報
者
保
護
法
（
平
成
一
六
年
法
律

第
一
二
二
号
）
別
表
第
八
号
の
法
律
に
こ
の
法
律
を
追

加
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
麻
薬
、
麻
薬
原
料
植
物
、
向
精
神
薬
及
び
麻
薬
向
精
神

薬
原
料
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
三
五
五
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

次
に
掲
げ
る
物
を
麻
薬
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
本
則
関
係
）

^

二
e

エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
e

一
e

（
三
・
四
e

メ
チ
レ

ン
ジ
オ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ
ン
e

一
e

オ
ン
及

び
そ
の
塩
類

_

三
e﹇（
一
Ｒ
・
二
Ｒ
）
e

三
e

（
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ

ノ
）
e

一
e

エ
チ
ル
e

二
e

メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
﹈フ
ェ

ノ
ー
ル
（
別
名
タ
ペ
ン
タ
ド
ー
ル
）
及
び
そ
の
塩
類

`

﹇
一
e

（
五
e

フ
ル
オ
ロ
ペ
ン
チ
ル
）
e

一
Ｈ
e

イ
ン
ド
ー
ル
e

三
e

イ
ル
﹈（
二
・
二
・
三
・
三
e

テ

ト
ラ
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
e

一
e

イ
ル
）
メ
タ

ノ
ン
及
び
そ
の
塩
類

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
〇
日
を

経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
三

五
六
号
）（
防
衛
省
）

１

防
衛
医
科
大
学
校
の
保
健
師
及
び
看
護
師
を
養
成
す

る
課
程
の
新
設
に
伴
い
、
防
衛
大
学
校
又
は
防
衛
医
科

大
学
校
の
学
生
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

防
衛
医
科
大
学
校
の
保
健
師
及
び
看
護
師
を
養
成
す

る
課
程
の
新
設
に
伴
い
、
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
か

ら
保
健
師
及
び
看
護
師
で
あ
る
技
官
と
な
る
べ
き
者
を

除
く
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
〜
第
四
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
独
立
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
条
約

第
一
二
号
）（
外
務
省
）

こ
の
協
定
は
、
投
資
の
促
進
及
び
保
護
の
た
め
の
包
括

的
か
つ
詳
細
な
事
項
を
規
定
し
て
お
り
、
投
資
環
境
の
枠

組
み
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

11

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
公
共
の
目
的
、
無
差
別
、
迅

速
、
適
当
か
つ
実
効
的
な
補
償
の
支
払
、
正
当
な
法
の

手
続
等
に
従
う
こ
と
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
限
り
、
収

用
、
国
有
化
等
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
旨
定
め
る
。

（
第
一
一
条
関
係
）

12

一
方
の
締
約
国
は
、
武
力
紛
争
等
に
よ
り
投
資
財
産

に
関
し
て
損
失
等
を
被
っ
た
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家

に
対
す
る
原
状
回
復
等
に
関
し
、
内
国
民
待
遇
又
は
最

恵
国
待
遇
を
与
え
る
旨
定
め
る
。（
第
一
二
条
関
係
）

13

一
方
の
締
約
国
又
は
そ
の
指
定
す
る
機
関
に
よ
る
請

求
権
代
位
に
つ
い
て
定
め
る
。（
第
一
三
条
関
係
）

14

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投

資
財
産
に
関
連
す
る
資
金
の
移
転
が
、
延
滞
な
く
、
か

つ
、
自
由
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
旨
定
め
る
。

（
第
一
四
条
関
係
）

15

両
締
約
国
間
の
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
定
め
る
。（
第

一
五
条
関
係
）

16

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間

の
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
定
め
る
。（
第
一
六
条
関
係
）

17

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
国
際
収
支
及
び
対
外
支
払
に

関
し
て
重
大
な
困
難
が
生
ず
る
場
合
等
に
は
、
第
一
四

条
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
適
合
し
な
い
措
置
を
採
用

し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て

定
め
る
。（
第
一
七
条
関
係
）

５

一
方
の
締
約
国
は
、
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利

等
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
内
国

民
待
遇
又
は
最
恵
国
待
遇
を
与
え
る
旨
定
め
る
。（
第
五

条
関
係
）

６

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
他
方
の
締
約
国
の
投

資
家
の
投
資
活
動
の
条
件
と
し
て
、
一
定
の
水
準
又
は

割
合
の
物
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
を
輸
出
す
る
等
の
要
求
を

課
し
、
又
は
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
旨
定
め
る
。（
第
六

条
関
係
）

７

各
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
及
び
運
用
に
関
連

し
、
又
は
影
響
を
及
ぼ
す
法
令
等
を
速
や
か
に
公
表
す

る
旨
定
め
る
。（
第
七
条
関
係
）

８

各
締
約
国
の
政
府
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
こ
の

協
定
の
対
象
と
な
る
事
項
に
影
響
を
及
ぼ
す
規
制
を
設

定
等
す
る
前
に
、
公
衆
に
よ
る
意
見
提
出
の
た
め
の
合

理
的
な
機
会
を
与
え
る
よ
う
努
め
る
旨
定
め
る
。（
第
八

条
関
係
）

９

各
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
協
定
の
対
象

と
な
る
事
項
に
関
す
る
腐
敗
行
為
を
防
止
す
る
旨
定
め

る
。（
第
九
条
関
係
）

10

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
有
す

る
自
然
人
の
入
国
、
滞
在
及
び
居
住
に
係
る
申
請
に
対

し
、
自
国
の
関
係
法
令
に
従
い
、
好
意
的
な
考
慮
を
払

う
旨
定
め
る
。（
第
一
〇
条
関
係
）

１

こ
の
協
定
に
お
け
る
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
定
め

る
。（
第
一
条
関
係
）

２

一
方
の
締
約
国
は
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締

約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
内
国
民

待
遇
を
与
え
る
旨
定
め
る
。（
第
二
条
関
係
）

３

一
方
の
締
約
国
は
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締

約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
最
恵
国

待
遇
を
与
え
る
旨
定
め
る
。（
第
三
条
関
係
）

４

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投

資
財
産
に
対
し
、
公
正
か
つ
衡
平
な
待
遇
並
び
に
十
分

な
保
護
及
び
保
障
を
含
む
国
際
法
に
基
づ
く
待
遇
を
与

え
る
と
と
も
に
、
当
該
投
資
財
産
に
関
し
て
義
務
を
負

う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
義
務
を
遵
守
す
る

旨
定
め
る
。（
第
四
条
関
係
）

◇
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た

め
の
日
本
国
と
ベ
ル
ギ
ー
王
国
と
の
間
の
条
約
を
改
正

す
る
議
定
書
（
条
約
第
一
一
号
）（
外
務
省
）

こ
の
議
定
書
は
、
国
際
的
な
脱
税
及
び
租
税
回
避
行
為

の
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
国
と
ベ
ル

ギ
ー
王
国
と
の
間
の
現
行
の
租
税
条
約
の
情
報
交
換
に
係

る
規
定
を
国
際
標
準
に
沿
っ
た
内
容
に
改
め
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

現
行
条
約
第
二
六
条
を
改
め
、
両
締
約
国
の
権
限
の

あ
る
当
局
は
、
条
約
の
規
定
の
実
施
又
は
両
締
約
国
若

し
く
は
そ
れ
ら
の
地
方
公
共
団
体
が
課
す
る
全
て
の
種

類
の
租
税
に
関
す
る
両
締
約
国
の
法
令
の
規
定
の
運
用

若
し
く
は
執
行
に
関
連
す
る
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
に

つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
受
領
し
た
情
報
は
秘
密
と

し
て
取
り
扱
う
こ
と
、
一
定
の
場
合
に
は
情
報
を
提
供

す
る
義
務
を
課
さ
れ
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
す

る
。（
第
一
条
関
係
）

２

現
行
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
議
定
書
３
の
次

に
３
Ａ
及
び
３
Ｂ
を
挿
入
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
地
方
公
共

団
体
が
課
す
る
租
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
の
運
用
又

は
執
行
に
関
連
す
る
情
報
の
交
換
は
、
両
締
約
国
の
政

府
が
外
交
上
の
公
文
の
交
換
に
よ
り
合
意
す
る
も
の
に

つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
を
定
め
る
と
と
も
に
、
銀
行
等

が
有
す
る
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
税

務
当
局
は
、
情
報
を
開
示
さ
せ
、
か
つ
、
調
査
及
び
聴

取
を
行
う
権
限
を
有
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
す

る
。（
第
二
条
関
係
）

３

こ
の
議
定
書
は
、
各
締
約
国
が
効
力
発
生
に
必
要
な

国
内
手
続
を
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
他
方

の
締
約
国
に
対
し
行
い
、
遅
い
方
の
通
告
が
受
領
さ
れ

た
日
の
後
三
〇
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。（
第
三
条

関
係
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

18

締
約
国
は
、
信
用
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め
る
。（
第
一
八

条
関
係
）

19

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
両
締
約
国
が
締
結

し
て
い
る
知
的
財
産
の
保
護
に
関
す
る
多
数
国
間
協
定

に
基
づ
く
権
利
を
害
し
、
及
び
義
務
を
免
れ
さ
せ
な
い

旨
定
め
る
。（
第
一
九
条
関
係
）

20

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
一
定
の
場
合
を
除

く
ほ
か
租
税
に
係
る
課
税
措
置
に
は
適
用
し
な
い
こ
と

及
び
租
税
条
約
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め
る
。（
第
二

〇
条
関
係
）

21

合
同
委
員
会
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
。（
第
二
一

条
関
係
）

š
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